
発行  大阪市学校園教職員組合
大阪市中央区法円坂1-1-35(大阪市教育会館内)
  TEL 6910‒8700  FAX 6910‒7990

2

2024年４月４日
ＶＯＬ. 612

　

１
年
が
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
り
、
ま

た
始
ま
り
ま
す
。
皆

さ
ん
、
元
気
に
１
年

を
過
ご
せ
ま
し
た

か
？
そ
し
て
次
の
子

ど
も
た
ち
を
笑
顔
で

迎
え
る
準
備
は
で
き

ま
し
た
か
？

　

年
度
末
は
人
事
の

こ
と
で
気
を
揉
ん
だ

人
も
多
か
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
今
年
度

は
納
得
の
い
く
人
事

で
し
た
か
？

　

産
休
代
替
講
師
が

年
度
始
め
か
ら
つ
く

よ
う
に
な
っ
た
り
、

本
務
教
員
に
よ
る
欠

員
補
充
制
度
を
つ
く

っ
た
り
と
少
し
ず
つ

人
手
不
足
の
対
応
が

改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
も
そ
も
20

代
30
代
の
病
休
や
退

職
が
多
く
、
理
由
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
大
阪
市

の
先
生
と
し
て
働
き

続
け
ら
れ
な
い
状
況

が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
ま
た
採
用
さ

れ
て
１
年
た
た
ず
し

て
学
校
を
去
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

働
き
や
す
い
ゆ
と

り
あ
る
人
員
配
置
を

こ
れ
か
ら
も
要
求
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
困
っ
た
と
き
は
組

合
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　

 

だ
よ
り
４月４月

特
別
選
考
を
導
入
・
活

用
す
る
」
と
い
う
よ
う

に
、
現
場
で
働
く
先
生

た
ち
に
対
す
る
「
試
験

負
担
に
配
慮
す
る
工

夫
」を
示
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
の
出
願
期
間

は
す
で
に
始
ま
っ
て
い

て
、
４
月
22
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
場

で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
現

職
講
師
の
先
生
た
ち
の

支
え
と
な
れ
る
よ
う
、

今
後
も
情
報
を
集
め
活

動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 

（
Ｋ
）

　

教
採
突
破
講
座
①
を

３
月
16
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
登
録
者
含
め
12

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。「
教
員
採
用
試
験

の
早
期
化
」
や
「
労
働

条
件
要
求
書
」
の
話
を

は
じ
め
突
破
講
座
の
合

格
者
か
ら
の
「
合
格
体

験
」
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
の
作
成
の
こ
と
、

「
２
０
２
４
年
度　

教

員
採
用
試
験
の
傾
向
と

対
策
」な
ど
話
を
聞
き
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

教
員
採
用
試
験
の
早

期
化
に
か
か
わ
っ
て
文

部
科
学
省
は
方
向
性
を

提
示
し
て
い
ま
す
。
特

に
「
臨
時
講
師
等
を
し

教
採
試
験
早
期
化

教
採
試
験
早
期
化  

出
願
出
願
2222
日日

突
破
講
座
②
４
月

突
破
講
座
②
４
月
2727
日日

維
新
市
政 

深
ま
る
矛
盾

ガーベラガーベラ
だよりだより

な
が
ら
受
験
す
る
者
へ

の
配
慮
に
つ
い
て
」
に

は
「
教
員
採
用
選
考
試

験
の
１
次
試
験
合
格
等

に
つ
い
て
は
、
翌
年
度

の
当
該
試
験
を
免
除
す

る
こ
と
」
や
「
教
職
経

験
者
を
対
象
と
し
た
現

職
教
員
と
し
て
の
経
験

を
適
切
に
評
価
で
き
る

　

原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大

阪
は
３
月
９
日
、「
な

く
せ
原
発
！
再
稼
働
反

対
！
大
阪
集
会
」
を
開

き
３
０
０
人
余
が
参
加

し
ま
し
た
。
集
会
後
パ

レ
ー
ド
で
「
地
球
温
暖

化
ス
ト
ッ
プ
」「
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
」

「
能
登
半
島
支
援
」

「
志
賀
原
発
廃
炉
」
を

訴
え
ま
し
た
。

　

金
谷
邦
夫
代
表
委
員

は
、「
能
登
半
島
地

震
。
も
し
珠
洲
原
発
が

造
ら
れ
て
い
た
ら
」
と

し
、
岸
田
政
権
の
汚
染

水
海
洋
放
出
、
積
極
的

活
用
政
策
（
老
朽
原
発

延
命
、
革
新
型
炉
の
開

発
促
進
）
を
厳
し
く
批

判
し
ま
し
た
。

　

浅
岡
美
恵
・
気
候
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
が

「
脱
化
石
化
に
向
か
う

時
代
を
ど
う
生
き
る

か
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

「
地
球
沸
騰
化
」
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
６
次
評
価
統

合
報
告
書
公
表
に
際
し

グ
レ
ー
テ
ス
国
連
事
務

総
長
は
「
人
類
は
薄
氷

の
上
を
歩
い
て
い
る
、

し
か
も
急
速
に
溶
け
つ

つ
あ
る
」
と
発
言
。
過

去
数
百
万
年
に
な
い
人

間
活
動
が
引
き
起
こ
し

た
地
球
環
境
の
特
別
な

時
代
。
将
来
世
代
の
経

験
す
る
温
暖
化
は
今
の

選
択
に
懸
か
っ
て
い

る
。

　

日
本
は
石
炭
火
力
発

電
出
力
が
増
え
て
い

る
。
気
候
政
策
ラ
ン
キ

ン
グ
は
58
位
（
67
国

中
）
で
前
年
度
比
８
位

低
下
。

　

発
電
所
、
製
鉄
所
、

化
学
・
セ
メ
ン
ト
工
場

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
60
％
を
占
め
て
い

る
。

　

化
石
燃
料
か
ら
水
素

・
ア
ン
モ
ニ
ア
を
つ
く

る
政
府
案
は
グ
リ
ー
ン

ウ
オ
ッ
シ
ュ
（
見
せ
か

け
）。

　

ド
イ
ツ
で
は
気
候
保

護
法
の
30
年
目
標
は
若

者
世
代
に
不
公
正
と
声

が
上
が
り
法
改
正
実

現
。
韓
国
Ｆ
Ｆ
Ｆ
は
健

康
的
な
環
境
を
享
受
す

る
権
利
が
あ
る
と
20
年

３
月
に
提
訴
。
子
ど
も

た
ち
の
未
来
の
た
め
に

私
達
に
で
き
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
。

　

本
部
・
青
年
部
・
女

性
部（
３
月
４
日
）、
各

専
門
部（
３
月
７
日
）労

働
条
件
要
求
書
・
回
答

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
部
は
、
勤
務
時
間

外
に
行
う
授
業
準
備
・

校
務
・
部
活
動
は
、
す

べ
て
「
使
用
者
の
指
揮

命
令
下
」
の
「
労
働
時

間
」
で
あ
り
、
教
員
に

も
残
業
代
を
支
払
う
こ

と
こ
と
、
ま
た
「
１
人

１
台
学
習
者
用
端
末
」

が
子
ど
も
た
ち
に　

「
視
力
低
下
」
や
「
睡

眠
障
害
」
な
ど
健
康
被

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
こ
と
、
特
に
小
学
１

・
２
年
生
に
対
し
て
授

業
で
の
使
用
を
直
ち
に

や
め
る
こ
と
を
、
具
体

的
事
例
を
あ
げ
て
要
求

し
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
、「
学
力

向
上
支
援
授
業
」
の

「
効
果
検
証
」
授
業
に

つ
い
て
、
指
導
主
事
が

参
加
す
る
年
間
３
回
の

公
開
授
業
が
青
年
教
職

員
の
大
き
な
負
担
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
負
担

軽
減
を
行
う
こ
と
を
要

求
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
は
、
妊
娠
障

害
休
暇
が
他
都
市
（
京

都
府
は
３
週
間
、
大
阪

府
・
兵
庫
県
・
滋
賀
県

・
堺
市
は
14
日
）
と
比

べ
、
大
阪
市
の「
７
日
」

が
極
端
に
少
な
い
こ
と

を
訴
え
、「
14
日
」
に

す
る
こ
と
を
要
求
。

「
市
労
組
連
」
の
課
題

と
し
て
今
後
も
交
渉
を

行
い
ま
す
。

脱化石燃料 なくせ原発脱化石燃料 なくせ原発
子どもたちの未来のために

妊娠障害休暇
京都府３週間、大阪府14日、兵
庫県14日、滋賀県14日、奈良県
７日、和歌山県10日、東京都10
日、神奈川県14日、堺市14日

地球
沸騰化

市労組連
春闘要求

万
博
中
止 

災
害
・
防
災
を

賃
上
げ 

労
働
条
件
改
善

　

市
労
組
連
は
３
月
18

日
、
２
０
２
４
年
市
労

組
連
春
闘
要
求
書
提
出

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
に
よ

り
災
害
対
策
の
圧
倒
的

貧
困
が
改
め
て
明
ら
か

に
な
り
、「
尊
厳
あ
る

生
活
」
が
保
障
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
大

阪
府
・
市
は
万
博
開
催

に
暴
走
を
続
け
、
避
難

所
と
な
る
べ
き
小
中
学

校
統
廃
合
、
災
害
時
に

必
要
な
正
規
職
員
・
現

業
職
員
を
減
ら
し
続
け

て
い
ま
す
。
公
務
・
公

共
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
の

拡
充
と
と
も
に
す
べ
て

の
労
働
者
の
大
幅
な
賃

金
引
上
げ
、
労
働
条
件

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
中

止
関
連
６
項
目
、
災
害

・
防
災
対
策
関
係
７
項

目
、
賃
金
関
係
17
項

目
、
労
働
条
件
関
係
14

項
目
、
学
校
関
係
14
項

目
、
労
働
安
全
・
福
利

厚
生
関
係
12
項
目
の
要

求
を
提
出
。

　

妊
娠
障
害
休
暇
の
他

市
の
状
況
を
示
し
（
別

項
）
14
日
に
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

行
政
職
の
最
高
号
給

が
４
月
か
ら
８
号
給
増

設
さ
れ
ま
す
が
、
大
幅

な
増
設
と
55
歳
以
上
の

昇
給
停
止
の
廃
止
を
要

求
。
教
職
員
の
長
時
間

労
働
解
消
、
度
重
な
る

人
員
削
減
と
業
務
量
の

増
加
で
職
場
が
限
界
に

き
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
。
60
歳
後
・

再
任
用
の
賃
金
水
準
引

上
げ
も
強
い
要
求
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

非
正
規
職
員
の
賃
金

・
休
暇
制
度
な
ど
の
労

働
条
件
、
雇
用
の
安

定
、
正
規
職
員
と
の
均

等
待
遇
、
病
気
休
暇
と

生
理
休
暇
の
有
給
化
、

病
気
休
暇
の
日
数
を
正

規
並
み
に
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
ま
し
た
。残

業
代
を
支
払
え

大
阪
市 

労
働
条
件
劣
悪

労働条件
回答交渉

　

幼
稚
園
部
は
、
新
た

な
市
立
幼
稚
園
民
営
化

計
画
の
撤
廃
、
幼
稚
園

型
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

移
行
に
よ
り
幼
稚
園
教

諭
の
勤
務
労
働
条
件
を

改
悪
し
な
い
こ
と
な
ど

を
要
求
し
ま
し
た
。

　

栄
養
教
職
員
部
は
、

民
間
委
託
事
業
に
お
い

て
給
食
水
準
が
低
下
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
、
食
器
の
種
類
・
材

質
の
見
直
し
、
中
学
校

給
食
の
食
器
を
配
膳
量

に
見
合
っ
た
も
の
に
変

更
す
る
こ
と
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い

て
学
校
全
体
へ
の
周
知

徹
底
な
ど
を
要
求
し
ま

し
た
。

　

養
護
教
職
員
部
は
、

泊
を
と
も
な
う
行
事
の

引
率
す
る
と
き
の
労
働

条
件
に
つ
い
て
、
養
護

教
職
員
の
意
思
の
尊

重
、
労
働
条
件
の
悪
化

に
つ
な
が
ら
な
い
条
件

整
備
な
ど
を
要
求
し
ま

し
た
。「
夜
間
勤
務
手

当
」
の
支
給
条
件
に
つ

い
て
も
交
渉
の
中
で
確

認
を
し
ま
し
た
。

　

事
務
職
員
部
は
、

「
賃
金
格
差
」
が
あ
る

臨
時
的
任
用
職
員
な
ど

の
最
高
号
給
賃
金
を
府

費
臨
時
主
事
と
同
じ
水

準
に
引
き
上
げ
る
こ

と
、「
学
校
事
務
職
員

の
働
き
方
改
革
」
を
示

す
こ
と
な
ど
を
要
求
し

ま
し
た
。

　

障
害
児
教
育
部
は
、

今
後
す
べ
て
の
小
中
学

校
で
実
施
さ
れ
る
通
級

指
導
教
室
の
担
当
教
員

や
、
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業

務
負
担
軽
減
な
ど
を
要

求
し
ま
し
た
。

　

臨
時
教
職
員
部
は
、

講
師
の
給
料
表
「
２

級
」
適
応
（
政
令
市
で

は
札
幌
、
さ
い
た
ま
、

川
崎
、
横
浜
、
相
模

原
、
静
岡
、
浜
松
、
名

古
屋
、
広
島
が
実
施
）、

「
教
員
採
用
選
考
テ
ス

ト
」
の
「
早
期
化
」に

よ
る
講
師
負
担
軽
減
を

要
求
し
ま
し
た
。
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宮
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庄
中
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朋
子
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副執行
委員長

諫
早　

健
義

城
東
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保
木　

良
太

 

清
水
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書記長

覚
道　

康
代

 

千
本
小

田
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幸
惠

 

酉
島
小

書記次長

三
木　

雅
義

 

梅
香
小

吉
岡　

朋
生

 

千
本
小

馬
場　

史
章

東
都
島
小

会計監査

三
上　

瑞
穂

 

新
高
小

会計委員

城　

寿
美
香

 

南
市
岡
小

吉
田　

雅
子

 

関
目
小

図
書　

知
子

 

瓜
破
中

特　　別
執行委員

河
本　

優
子

 

住
吉
幼

本
部
執
行
部

２
０
２
4
年
度


